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説

苑

東
京
市
中
心
地
壷
間
人
口
調
査
に
就
て

第
三
十
一
審

O 
l¥. 

第
六
披

一O
入

説

主己

東
京
市
中
心
地
主
閑
人
口
調
査
に
就
て

金

ノ己、
/..、、，
仁』

重

義

一
緒

仁3

近
代
都
市
に
於
り
る
最
も
著
し
き
特
色
は
、
人
口
都
市
集
中
の
現
象
で
あ
る
。
蓋
し
商
工
業
主
(
他
諸
般
の
稜
展

に
仲
ひ
、
都
市
仁
於
げ
る
急
激
な
る
人
口
一
需
要
を
充
す
た
め
所
謂
農
民
向
郡
の
事
賓
が
現
は
れ
か
く
て
都
市
殊
に

大
都
市
に
於
て
は
、
短
期
間
に
強
想
せ
司
ざ
り
し
人
口
増
加
伝
来
し
た
需
で
あ
る
。
こ
の
勤
に
闘
し
て
は
、
人
口
統

計
の
諸
問
苧
者
の
設
に
譲
り
省
略
す
る
が
、
か
く
の
如
く
都
市
に
於
け
る
急
激
な
る
人
口
増
加
は
、
従
来
の
都
市
活

動
の
構
成
を
根
本
的
に
撞
革
し
、
所
謂
商
業
地
、
工
業
地
、
住
宅
地
等
を
費
生
せ
し
め
、
人
口
分
布
献
態
じ
も
著

し
き
麗
動
を
来
き
し
め
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
都
市
の
中
心
地
は
、
地
理
的
又
は
経
済
的
原
因
に
よ
っ
て
業

務
中
心
地
さ
し
て
、
設
達
し
て
居
る
の
が
常
で
あ
る
。
東
京
、
大
阪
に
於
て
.
こ
の
よ
き
質
例
を
見
出
す
こ
ご

が
出
来
る
が
、
か
く
て
、
都
心
に
は
、
高
層
建
築
が
績
出
し
、
書
聞
に
於
げ
る
人
口
は
著
し
く
増
加
を
・
来
し
て
居



る
静
で
あ
る
。
而
も
夜
間
の
人
口
は
そ
の
反
封
に
最
も
稀
叫
砕
を
告
げ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
人
口
の
葺
夜
間

に
於
げ
る
量
的
聞
き
は
、
都
市
交
通
上
に
於
て
は
、
朝
夕
の
ラ
ツ
ジ
ユ
、
ア
ワ

1
の
現
象
を
来
し
、
そ
の
轍
迭
に

岡
難
を
生
悲
し
め
て
居
る
が
、
其
他
、
吐
曾
上
、
経
済
上
、
幾
多
の
都
市
問
題
を
包
含
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
都
市
じ
於
げ
る
一
一
切
の
施
設
は
、
量
的
に
も
、
構
成
的
に
も
、
著
し
く
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
章
夜
人
口

の
双
方
に
つ
い
て
、
別
個
の
考
慮
企
劃
を
要
す
る
は
多
言
を
要
し
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
殊
に
大

都
市
に
あ
っ
て
は
、
書
一
夜
人
口
の
移
動
状
況
井
に
数
量
に
関
す
る
調
査
は
、
貴
重
な
る
資
料
三
五
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

書
同
人
口
調
査
仁
関
し
て
は
、
英
闘
が
一
九
一
二
年
同
勢
調
査
に
営
与
、
英
蘭
及
?
?
I
M
F
ス
に
於
け
る
有

業
者
い
い
つ
い
て
、
毛
の
一
業
務
地
じ
闘
す
る
事
項
を
翻
査
し
穴
の
そ
以
っ
て
時
失
ぜ
す
る
の
お
の
岡
勢
調
査
報
告

書
に
よ
れ
ば
、
倫
敦
府
に
於
け
る
夜
間
人
口
は
四
百
四
十
八
高
四
千
五
百
二
十
三
人
で
あ
っ
て
、
一
葉
町
歩
営
り

六
十
人
な
る
に
封
し
、
査
問
人
口
は
四
百
九
十
九
高
五
千
八
百
八
十
五
入
、
一
英
町
歩
営
b
六
十
七
人
で
あ
る
。

克
仁
、
倫
敦
市
仁
つ
い
て
見
る
に
夜
間
人
口
一
高
三
千
七
百
九
人
、
一
英
町
歩
賞
り
二
十
人
に
劃
し
章
閑
人
口
は

四
十
三
高
六
千
七
百
二
十
一
人
で
ゐ
っ
て
、
一
英
町
歩
営
り
六
百
四
十
四
人
さ
な

h
一
日
出
入
人
口
移
動
縛
敷
四

十
二
高
六
千
七
百
一
二
十
八
人
に
蓮
し
、
内
部
流
入
組
移
動
敷
の
み
を
以
て
す
る
も
四
十
二
高
三
千
十
二
人
を
算
し

て
居
る
。
却
も
倫
敦
市
仁
於
け
る
就
業
人
口
は
現
住
人
口
の
約
三
十
一
倍
ご
云
ふ
驚
異
的
増
加
を
示
し
て
居
る
の

で
ゐ
る
。
而
も
、
右
の
董
間
人
口
中
に
は
、
買
物
、
見
物
、
遊
山
、
観
劇
、
散
歩
等
に
入
り
込
む
勝
載
の
入
市
者

は
全
然
包
含
せ
ら
れ
て
居
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
も
、
い
か
に
、
書
夜
間
人
口
密
度
の
聞
き
の
甚
だ
し
い
か

Y
首
肯
し
得
ら
る
る
で
あ
ら
う
。

説

苑

東
京
市
中
心
地
書
間
人
口
調
査
に
就
て

第
三
十
一
巻

一O
九

第

披

一O
丸



説

苑

東
京
市
中
心
地
書
閑
人
口
調
査
に
就
で

第
三
十
一
巻

O 

第

披

O 

束
京
市
は
、
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
、
下
町
匝
域
が
著
し
〈
鍾
化
し
、
何
等
か
の
方
法
に
て
、
書
夜
間
の
人
口

密
度
の
賓
情
を
知
り
た
い
の
は
、
各
方
面
か
ら
の
要
望
で
あ
っ
た
が
、
経
聾
さ
人
員
の
都
合
に
よ
っ
て
、
容
易
に

着
手
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
偶
々
昨
年
末
、
東
京
市
に
於
け
る
智
識
階
級
失
業
救
済
一
事
業
の
一
部
ざ
し
て
、

奉
行
す
る
事
を
得
た
次
第
で
あ
ゐ
。
た
Y
後
湛
す
予
知
〈
、
調
査
院
域
を
中
心
地
に
限
定
し
忙
の
は
、
会
〈
経
費

ざ
人
員
の
都
合
に
上
っ
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
し
か
し
乍
ら
、
右
の
調
査
地
域
は
、
東
京
市
に
於
け
る
、
活
動
中

心
地
を
選
挫
し
れ
仙
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
最
も
代
表
的
地
域
に
闘
し
霊
閑
人
口
の
五
確
な
る
資
料
を
特
化
課
で
あ

る
。
今
や
調
査
が
大
鴨
そ
の
完
了
佐
児
た
の
で
、
そ
の
結
果
の
概
況
を
記
越
し
、
此
の
問
題
に
閲
心
を
有
せ
ら
る

、
諸
賢
の
委
考
に
資
す
る
衣
第
で
あ
る
。

一一
調
査
の
日
時
、
匝
域
、
客
韓
、
事
項
及
び
方
法

(
-
)
調
査
の
日
時

昭
和
四
年
十
二
月
五
日
(
木
曜
)
午
前
十
一
時
現
在

最
も
平
常
賦
態
を
知
る
必
要
上
、

日
曜
の
如
き
特
殊
日
を
逝
げ
、
牛
前
十
一
時
三
せ
る
は
、
こ
の
時
刻
頃
最
も
定
着
性
あ
り
さ
認
め
た
か
ら
で
あ
る
。

(
二
)
調
査
直
域
本
調
査
の
施
行
区
域
は
、
書
夜
間
の
人
口
密
度
の
最
も
大
で
あ
る
九
ノ
内
を
中
心
ご
し
て

決
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
麹
町
‘
日
本
橋
、
京
橋
、
芝
の
凹
院
に
豆
り
町
教
百
三
十
五
ケ
所
総
面
積
百
三
高
四
千

坪
に
達
し
て
居
る
υ

今
そ
の
区
域
を
一
目
瞭
然
た
ら
し
h
u

る
た
め
闘
示
す
れ
ば
、
夫
頁
の
如
く
で
あ
る
。

(
三
)
調
査
の
客
睦
調
査
の
客
瞳
は
調
査
嘗
時
、
調
査
匝
域
内
じ
現
在
す
る
も
の
で
、
左
に
諺
堂
す
る
も
の

ee封
象
f
」
し
た
。
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説

現E

東
京
市
中
心
地
書
間
人
口
調
査
陀
就
て

第
三
十
一
巻

第
一
波

(
こ
入
院
患
者
、

族
館
の
止
宿
者
従
っ
て
、

街
副
に
於
げ
る
通
行
者
、 (
ロ
)
一
一
般
世
帯
内
に
あ
る
常
住
者

(
一
祐
一
吋
一
抑
制
同
一
一
日

γ)
屋
内
に
ゐ
つ

(
イ
)
官
一
公
署
、

間
学
校
、
銀
行
、
曾
融
、

工
場
、
商
唐
等
の
勤
務
者

て
も
、
来
訪
者
又
は
顧
客
等
は
全
然
除
外
さ
れ
て
居
る
リ

(
四
)
調
査
事
項

被
調
査
者
の
共
通
調
査
事
項
ざ
し
て
は
、
例
年
齢

間
男
女
の
別

同
職
業

同
現
住
所

の
四
項
目
ご
し
、
一
見
仁
通
勤
通
筆
者
じ
限
り
、
右
四
項
目
の
外
特
に
通
勤
週
間
早
上
利
用
す
る
交
通
機
闘
の
種
類
井

に
乗
降
の
場
所
等
を
調
査
し
た
。

(
五
)
調
査
方
法
調
査
方
怯
は
何
れ
も
単
記
式
日
計
出
JMVd

探
用
し
、
彼
一
調
査
者
一
名
停
に
一
枚
の
澗
資
票
用

紙
を
配
布
し
、
各
自
之
に
記
入
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
市
し
て
、
前
掲
金
調
査
直
域
4

ゲ
三
百
十
八
の
小
地
域
仁
遁

宜
分
割
し
、
各
地
域
に
一
名
乃
至
ニ
名
の
調
査
員
を
専
任
し
調
査
票
の
配
布
蒐
集
等
の
事
務
を
分
権
せ
し
め
允
の

で
あ
る
。

一一一
調

査

の

結

果

(
-
)
人
口
組
敷
及
密
度
前
掲
せ
る
匝
域
内
に
於
け
る
書
問
現
在
纏
人
口
は
、
十
六
高
九
千
二
百
六
十
二
人

で
、
之
を
男
女
別
に
す
る
さ
、
男
十
二
高
九
千
四
百
十
七
人
式
女
三
高
九
千
八
百
四
十
五
人
で
あ
る
。

(
男
女
の
劉

一
高
坪
営
り
の
密
度
を
見
る
に
、
平
均
千
六
百
三
十
七
人
の
割
合

さ
な
る
。
大
正
十
四
年
の
簡
易
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
さ
、
東
京
市
金
卒
均
の
一
高
坪
営
り
人
口
は
八
百
二
十

九
人
で
ゐ
る
が
.
今
回
の
重
閑
人
口
調
査
匝
域

ωみ
に
つ
い
て
は
、
六
百
六
十
一
人
の
割
合
ざ
な
っ
て
居
る
。
従

今
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
)
向
総
人
口
に
つ
い
て
、



っ
て
、
書
聞
の
人
口
密
度
は
夜
間
の
二
倍
竿
に
増
加
し
た
罪
で
あ
る
。
た
Y
上
記
の
遁
b
、
被
調
査
者
が
限
定
さ

れ
て
の
結
果
で
あ
る
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

更
に
各
部
分
的
に
霊
夜
間
の
人
口
密
度
を
検
討
す
る
に
、
九
ノ
内
方
面
に
於
て
、
嚢
に
永
柴
町
、
八
重
洲
町
、

有
楽
町
は
町
匝
劃
鍾
更
の
た
め
、
九
ノ
内
一
二
三
丁
目
、
有
難
町
二
一
丁
目
ざ
改
稿
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
方
面
は

前
記
国
勢
調
査
に
於
て
夜
間
人
口
僅
か
仁
三
千
五
百
五
十
一
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
査
間
人
口
は
質
に
六
高
三

千
三
百
九
十
八
人
で
其
増
加
率
は
約
十
八
倍
に
達
し
て
居
る
。
い
か
に
を
の
書
一
夜
間
に
於
け
る
人
口
密
度
の
聞
き

が
大
な
る
か
を
窺
知
し
得
る
。
買
に
此
の
方
面
は
調
査
匝
域
内
に
於
け
る
最
も
代
表
的
の
部
分
で
あ
る
。

書
間
人
口
調
査
の
調
空
間
積
並
に
人
口
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街
、
ピ
Y
ヂ
シ
グ
内
に
於
げ
る
人
口
密
度
を
見
る
に
、
本
調
査
直
域
内
に
於
て
、
そ
の
牧
容
人
員
五
十
人
以
上
現
在

せ
る
ピ
Y
ヂ
ン
グ
又
は
集
圏
的
事
務
所
は
百
七
十
九
に
達
し
、
業
最
多
数
の
人
員
を
有
す
る
も
の
は
、
五
千
三
百
七

説

苑

東
京
市
中
心
地
書
閑
人
口
調
査
に
就
で
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東
京
市
中
心
地
書
間
人
口
調
査
に
競
て

第
三
十
一
巻

回

第
一
挽

一一四

十
三
人
を
算
し
て
居
る
。
今
人
員
の
多
寡
に
従
ひ
匝
別
す
る
さ
、
二
千
人
以
上
牧
容
す
る
色
の
入
門
総
数
の
四
二
一
八
乏

千
人
以
上
の
も
の
十
八
(
九
・
六
二
%
)
五
百
人
以
上
の
も
の
二
十
五
(
三
・
=
一
七
乏
三
百
人
以
上
の
者
二
十
七
〈
一
四
・
四
四

%
)
五
十
人
以
上
の
者
四
十
七
(
二
子
士
一
語
〕
さ
な
る
が
、
ぞ
の
多
く
は
九
ノ
内
附
近
に
密
集
し
て
居
る
。

(
二
)
男
女
の
割
合
本
調
査
匡
域
内
の
締
人
口
は
上
記
の
通
り
十
六
高
九
千
二
百
六
十
二
人
で
、
内
男
十
二

寓
九
千
四
百
+
七
人
.
女
一
ニ
寓
九
千
八
百
四
+
五
人
で
あ
る
。
即
も
、
女
宵
人
に
封
し
て
男
三
百
二
十
五
人
の
割
合

で
ゐ
る
。
之
を
前
遁
剛
勢
調
査
の
L
K
百
人
に
罰
し
男
百
四
十
六
人
に
封
比
す
る
さ
約
二
倍
に
営
っ
て
居
る
。
ニ
の

事
買
は
準
覚
書
間
活
動
す
為
者
ド
、
た
一
よ
り
h
男
に
剛
然
優
勢
「
ゐ
る
事
・
や
ら
裏
書
す
る
む
の
で
あ
る
。

男
女
敷
の
権
衡
最
も
偏
す
る
町
名
を
泉
げ
る
芝
、
買
開
町
(
警
蹴
藤
所
在
)
が
筆
頭
で
、
女
百
に
封
し
男
三
千
六
百

十
入
、
霞
ヶ
聞
の
千
八
百
三
十
四
九
、
竹
卒
町
(
外
国
語
一
皐
校
所
在
〉
の
千
四
百
十
人
、
央
服
橋
コ
一
丁
目
の
八
百
六
十

人
、
九
ノ
内
三
丁
目
の
八
百
六
人
、
九
ノ
内
一
丁
目
心
七
百
五
十
五
人
、
西
日
比
谷
町
の
七
百
五
人
等
は
、
業
の

代
表
的
の
ち
の
で
あ
る
。

真
に
官
公
署
、
銀
行
舎
枇
等
の
俸
給
生
活
者
の
男
女
別
は
如
何
で
あ
ら
う
か
、
ピ
Y
ヂ
ン
グ
又
は
集
固
的
事
務

所
を
何
官
公
暑
拳
枝
問
純
然
た
る
民
管
曾
枇
に
二
大
別
し
、
収
容
人
員
の
大
な
る
も
の
よ
り
順
次
四
十
ま
で

抽
出
し
て
、
ぞ
の
男
女
割
合
を
見
る
に
、
官
公
明
者
皐
枝
、
四
十
の
在
勤
者
総
数
三
高
七
千
七
百
六
十
大
人
で
、
男

三
高
千
四
百
八
十
人
人
、
女
六
千
二
百
七
十
八
人
で
、
男
女
の
割
合
は
女
百
人
に
封
し
男
五
百
二
人
に
営
る
。
然

る
に
他
方
民
瞥
曾
祉
に
つ
い
て
見
る
に
、
其
四
十
の
在
勤
者
組
数
回
高
一
千
三
百
三
十
人
人
中
男
三
高
一
千
三
百

八
人
、
女
一
高
三
十
人
で
、
女
百
人
に
劃
す
る
男
の
割
令
は
三
百
十
二
人
で
あ
る
。
印
も
官
公
署
準
枝
の
五
百
二

人
に
比
し
て
四
割
の
低
率
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
官
公
暑
は
男
子
の
活
動
分
野
が
大
な
る
に
反
し
、
民
砦
舎
枇
仁

設
?
?
h
f
r



於
て
は
、
職
業
婦
人
の
活
動
分
野
が
相
官
蹟
大
さ
れ
て
居
る
こ
ご
を
一
不
す
も
の
さ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

(
三
)
年
齢
別
人
口
正
常
的
な
る
人
日
組
成
に
於

τは
年
齢
の
若
い
も
の
耗
其
数
多
〈
、
年
齢
を
重
ね
る
じ

従
ひ
、
業
数

4e減
や
る
も
の
で
あ
る
。
郎
も
之
を
圃
示
す
れ
ば
三
角
塔
の
如
き
型
を
な
す
も
の
で
、
通
常
之
を
人

口
組
成
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
園
型
さ
耕
し
て
居
る
。
然
る
に
本
調
査
地
域
の
如
〈
重
間
通
勤
者
の
移
動
に
よ
っ
て
、
生

や
る
人
口
密
度
が
古
代
聞
に
比
し
て
著
し
く
増
大
す
る
地
域
じ
あ
っ
て
は
、
業
人
口
の
年
齢
分
布
も
特
殊
の
現
象
伝

呈
す
る
は
営
然
で
あ
る
。

A
1
調
査
人
口
十
六
高
九
千
二
百
六
十
二
人
中
不
詳
二
十
九
名
を
除
き
、
そ
の
年
齢
は
一
歳
の
幼
児
よ
b
九
十
五

歳
の
高
齢
者
ま
で
践
活
範
閉
じ
一
日
一
っ
て
庇
る
が
、
ぞ
の
最
も
多
数
営
占
り
る
年
齢
は
、
二
十
歳
の
七
千
四
百
六
十

四
人
(
総
数
の
四
・
凹
一
ど
で
、
十
九
歳
の
七
千
二
百
四
十
四
人
〈
凹
二
一
八
%
)
二
十
一
歳
の
七
千
八
十
七
人
(
凶
・
一
九
%
)
等

之
に
突
い
で
居
る
。
こ
の
外
二
十
歳
、
十
八
歳
、
二
十
二
歳
、
二
十
五
哉
は
何
れ
も
六
千
人
以
上
七
千
人
以
下
を
占
め

て
居
る
。
而
し
て
、
五
千
人
以
上
は
十
六
歳
、
十
七
歳
、
二
十
四
歳
、
ニ
十
六
歳
乃
至
三
十
歳
で
あ
る
。
即
ち
十
六
歳
よ

り
三
十
歳
ま
で
の
所
謂
生
気
概
削
た
る
青
年
期
に
あ
る
も
の
買
に
九
高
千
五
百
八
十
人
(
総
数
の
五
四
・
二
と
を
占

め
て
居
る
の
で
あ
る
。
今
服
、
り
じ
十
五
歳
ま
で
を
少
年
期
さ
し
、
十
六
歳
以
上
六
十
歳
ま
で
を
生
産
年
齢
期
六
十
一

歳
以
上
佐
老
衰
期
ざ
す
る
時
は
、
組
調
査
人
口
中
少
年
期
に
あ
る
も
の
一
高
三
千
三
百
四
十
九
入
品
般
の
七
・
入
九
と

老
衰
期
に
あ
る
も
の
三
千
三
百
十
七
人
(
総
数
の
了
九
六
ゲ
乙
で
あ
る
が
、
生
産
年
齢
期
に
あ
る
も
の
は
十
五
高
二
千

ー
玉
百
六
十
七
人
で
、
総
人
口
の
殆
ん
ざ
九
割
を
占
め
て
居
る
。
蓋
し
本
調
査
地
域
が
業
務
地
ざ
し
て
、
政
治
上
、
経

済
上
、
世
曾
上
、
都
市
生
活
の
中
心
を
な
し
て
ゐ
る
開
係
上
生
産
年
齢
期
の
者
が
最
活
動
せ
る
を
反
映
し
て
居
る
営

設

苑

東
京
市
中
心
地
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閑
人
口
調
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就
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三
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一
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第
三
十
一
巻

一
一
六

第
一
誠

一
一
六

説
苑
東
京
市
中
心
地
重
商
人
口
調
査
に
鴻
で

然
の
蹄
桔
で
あ
る
。

向
右
の
結
果
を
大
正
十
四
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
ご
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
特
殊
的
蹴
況
が
闇
明
せ
ら
る
る
。

之
を
圃
示
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。
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設

苑

東
京
市
中
心
地
重
閑
人
口
調
査
に
就
て

第
三
十
一
巻

一一八

第

競

一一八

(
四
)
通
勤
通
撃
者
組
敷
井
に
実
現
住
所
本
調
査
は
殆
ん
ざ
通
勤
通
準
者
を
封
象
ざ
す
る
調
査
で
あ
る
か
ら

其
教
の
多
い
の
も
営
然
で
あ
る
。
即
ち
総
人
口
十
六
高
九
千
二
百
六
十
二
人
中
、
通
勤
通
皐
者
は
其
数
十
二
高
三

千
七
百
一
人
を
占
め
、
(
総
数
の
七
三
・
O
Hコ
バ
〉
蔑
餅
の
四
高
五
千
五
百
六
十
一
人
(
一
一
六
・
九
二
と
は
調
査
匝
域
内
の
在

住
者
で
あ
る
。

之
を
男
女
別
に
観
る
さ
、
男
十
高
」
一
千
三
百
三
十
人
で
男
総
数
の
七
九
。
八
四
φ
を
占
め
て
居
る
が
、
女
は
ニ
高

三
百
七
十
一
人
で
女
総
数
の
五
一
・
二
二
%
の
割
合
で
、
女
は
寅
敷
に
於
て
も
、
割
合
に
於
て
も
男
よ
h
低
位
で
あ

e
h
w
c
 真

に
通
勤
通
撃
者
の
現
住
所
に
つ
い
て
見
る
に
、
纏
数
十
二
高
三
千
七
百
一
人
中
東
京
市
内
に
居
住
す
る
も
の

四
高
九
千
九
百
一
人
(
総
数
回
凹
0
・
三
聞
と
府
下
に
居
住
す
る
も
の
六
高
七
千
七
百
二
十
七
人
(
五
四
・
七
五
三

を
占

め
、
主
(
他
他
牒
ご
し
て
は
神
奈
川
牒
の
四
千
三
百
八
十
八
人
(
=
一
・
五
五
%
)
騎
玉
牒
九
百
五
十
六
人
(
0
・
七
七
と
千
葉

腕
六
百
六
十
二
人
(
0
・
五
四
%
)
で
実
他
の
瞬
の
も
の
僅
か
に
六
十
七
人
(
0
・0
五
ぎ
で
あ
る
。

近
代
都
市
じ
於
て
は
、
住
宅
地
が
漸
次
外
延
的
に
媛
大
さ
れ
る
の
を
特
色
ご
し
て
居
る
が
、
東
京
に
於
て
は
震

災
後
著
し
く
こ
の
傾
向
が
助
長
さ
れ
た
事
は
守
は
れ
ぬ
事
賓
で
あ
っ
て
、
東
京
府
下
じ
屑
住
す
る
も
の
が
約
五
五

%
を
占
め
て
居
る
の
は
之
を
立
謹
す
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

今
府
下
の
郡
別
分
布
状
態
を
見
る
に
、
荏
原
郡
の
二
高
四
千
七
十
一
人
(
総
数
回
一
九
・
四
六
と
が
最
高
で
、
豊
多

摩
郡
の
二
高
千
二
百
七
十
八
人
(
一
七
・
コ
O
ど
北
豊
島
郡
の
一
高
七
千
六
百
七
十
人
(
一
凶
二
一
八
%
)
等
之
に
衣
ぎ
其
他

の
郡
部
は
著
し
く
其
敷
を
減
じ
て
居
る
。



(
五
)
通
勤
通
撃
者
の
往
路
最
終
降
車
地

本
調
査
地
域
は
、
上
記
の
通
り
、
通
勤
通
撃
者
が
大
多
数
を
占
め

て
居
る
の
で
、
朝
夕
交
通
機
関
に
よ
る
-
プ
ッ
シ
ュ
、
ア
ヲ

1
は
想
像
以
上
で
あ
る
。
彼
等
が
日
々
遁
勤
通
墜
す
る

経
路
は
、
大
瞳
麗
ら
な
い
さ
見
て
差
支
な
レ
。
彼
等
の
往
路
最
終
降
車
地
が
い
か
な
る
批
況
を
呈
し
て
居
る
か
は
、

輸
送
上
重
大
関
係
が
あ
る
か
ら
少
し
く
考
察
し
て
見
ゃ
う
。

本
調
査
に
於
け
る
通
勤
通
拳
の
利
用
交
通
機
関
は
、
後
述
す
る
如
く
、
ぞ
の
組
合
せ
は
極
め
て
多
種
多
様
で
あ
る

が
、
今
自
轄
車
、
私
用
泊
動
車
等
の
利
用
を
除
一
き
、
主
ご
し
て
省
線
、
布
電
及
び
乗
合
自
動
車
の
利
用
者
じ
つ
い
て
往

路
降
車
地
酷
を
見
る
仁
、
省
線
騨
ご
し
て
は
、
調
査
匝
域
内
の
東
京
揮
、
有
柴
町
騨
更
に
調
査
匡
域
に
接
近
せ
る

神
間
、
新
橋
雨
時
な
加
へ
て
合
計
四
騨
、
市
憶
に
あ
り
て
は
、
調
査
偏
域
内
の
三
十
五
停
留
場
及
び
調
資
区
域
じ
時

近
せ
る
外
廓
の
十
四
、
都
合
四
十
九
ヶ
停
留
場
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
右
の
調
査
の
結
果
本
調
査
に
於
げ
る
通
勤

通
撃
者
で
、
往
路
最
終
降
車
地
を
省
線
騨
又
は
市
電
停
留
場
に
撰
ぶ
も
の
棉
敷
十
高
三
百
十
一
人
を
算
し
、
こ
の

内
上
記
省
線
各
騨
仁
降
車
す
る
者
六
高
七
千
百
六
十
九
人
(
総
数
の
六
0
・
八
九
ど
又
上
記
市
電
各
停
留
場
に
於
て
市

電
及
び
乗
合
自
動
車
よ
り
降
車
す
る
者
四
高
三
千
百
四
十
二
人
(
総
数
白
=
五
・
二
と
で
あ
る
の
省
線
に
よ
る
も
の
が

二
高
四
千
二
十
七
人
多
い
課
で
あ
る
。

夏
じ
省
親
各
騨
に
降
車
す
る
賊
況
を
見
る
に
、
九
ノ
内
に
直
面
す
る
東
京
騨
は
断
然
群
を
抜
き
、
二
、
に
降
車
す

る
も
の
買
に
三
高
二
千
二
百
三
十
六
人
で
、
降
車
人
線
教
の
四
七
・
九
九

μ
に
該
営
し
て
居
る
。
品
阿
有
楽
町
騨
の
降

車
人
数
は
一
高
六
千
人
で
、
降
車
人
総
数
の
一
一
一
ニ
・
八
二
%
を
示
し
、
以
上
雨
騨
合
計
す
れ
ば
四
高
八
千
二
百
三
十

六
人
仁
蓮
し
市
電
停
留
場
降
車
人
総
数
ご
略
同
数
で
あ
る
。
通
勤
通
持
者
男
女
別
に
省
線
各
騨
降
車
人
教
を
示
せ

設

?B 

豆
泉
市
中
心
地
霊
間
人
口
調
査
に
就
て

第
三
十
一
念

一一九

第

宮古

;/L 



設

苑

東
京
市
中
心
地
霊
間
人
口
調
査
に
就
て

省
線
四
騨
別
遁
勤
遁
撃
者
降
車
人
数

賞

品目

内七、一六拘
一口、一回
n

-一エ、一一一一言
一六、ロつ{

占
、

λ
固
守九回一

-ヤ

t
-一言ユロ

j~士

市中

腐

回

東

京

躍

?rf 

2箆

町

』署

菊l

橋

車事

其

他

数
(
人
}

男

一
宅、金一主

八
、
四
ニ
四

円石、九七旦
一五、九口内

式
、
穴
九
ニ会一九

-- ごユ 区羽 ー""
cコニ七二

一-三E三.:;It.. ;;:宍:二.，.

ーー主主一一主主 三主一一三三一ーニ=士，三=ー;=ニニニ

ー!日I I領

女

-
0
・8
一

一
千
一
ニ

同
?
九
九
一

二
三

L

ニ一

=
三
/
一
=

一一・宍八一
一・回早

第
三
十
一
巻

合
(
%
)

」

一口口・
8
一

一回全一
四人-元一

一一・
E
圭
一・六口一

男

一
二

O

第

披

O 

ば
左
の
遁
り
で
ゐ
る
。

次
に
市
電
各
停
留
場
に

ニニ 空間 ー cコ

~....ー，，-"-且ーニ=一品.

宙国託金手門つ
事Ij ~ー 1aJ: -r ーー 」
合二伝一宮ょがて
ヤ千元日聖母人最見
芸入し T f二多る
晃百 -1 晶是主 l三
v 五日合 f亭二二→
で十比千百千和
夫ニ谷囚寵六回
位人会六車百.倉

女

を
占
め
、
こ
の
二
停
留
場
は
丁
度
省
線
の
東
京
騨
及
有
楽
町
揮
さ
よ
き
コ
シ
ト
ラ
ス
ト
を
な
し
て
居
る
さ
云
ふ
こ

ざ
が
出
来
る
で
ゐ
ら
う
。
倫
降
車
人
数
の
多
数
の
も
の
さ
し
て
は
、
「
日
本
橋
」

ω二
千
八
百
五
十
一
人
(
同
割
合
穴
・
六

一
%
)
「
大
手
町
」
の
ニ
予
八
百
七
十
人
(
同
割
合
六
・
五
一
%
)
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

(
宍
)
通
勤
通
畢
者
の
利
用
交
通
機
関
今
週
勤
通
事
者
総
数
十
二
高
三
千
七
百
一
人
に
つ
き
各
交
通
機
関
の

利
用
賦
態
ぞ
観
る
に
一
一
樺
の
み
を
利
用
す
る
も
の
九
高
入
百
二
十
九
人
(
線
敷
の
七
三
・
四
三
ご
二
種
以
上
接
績
し
て

利
用
す
る
も
の
二
高
千
六
百
九
十
八
人
(
線
数
白
一
七
・
五
四
%
)
徒
歩
者
は
一
高
千
百
七
十
四
人
(
総
数
の
九
・

o=一
と
で

あ
る
。
尚
男
女
別
に
そ
の
朕
況
を
示
せ
ば
次
頁
の
逼
b
で
あ
る
。

左
記
の
表
に
で
も
解
る
通
h
ノ
一
種
交
通
機
関
利
用
者
が
断
然
頭
角
を
現
は
し
て
居
る
が
、
夏
仁
一
種
交
通
機
関



利
用
交
町
通
機
関
別
通
勤
通
事
者
数

」
引
っ
リ

男

-

女

一

品
己
主
一
一
-
一
口
ニ
口
、
=
一
七
一
一

一

種

革

用

者

室

、

八

口

八

一

豆

、

口

二

Z

-

二

重

弘

上

一

一

換

問

利

配

者

一

九

五

一

A

=

、

=

一

室

一

徒

捗

入

、

一

九

回

ニ

、

九

八

D
一

総-十

t省

線

市

電
乗

合

自

動

車

其

他

の

機

関

賓
計

一
ニ=一、七口一

九己、
λ

ニ九

三、穴九八

--ヱ屯凶

一
種
利
用
交
通
機
関
別
遁
劫
遁
撃
者

寅

言十
4
4

口、人=九一一

歪、
A
A

同一=一=

芸一、回五宝

ニ
、
三
一

二
、
一
二
-

数
(
人
)

男
エ二 位耳 ...， 

Zニーー三正玉、三昆、、、、、
二二 "" .ョ ー一Cコh玉L 〆L プす <::> 
....... T;;: /¥，. 

女
玉、ロエ一

七、夫口一

肉、九七一
二
五
七

一

宮

_.-e 0 Illt 
Z主 lZZ||割
ー主主_...'盟主一 三二一一三三一一i一一一一

口一〕・口口

五十一完

呈手当一一
一一・回四
一一・四回

A
I
(正
月
)

男

一
一[){〕・ロロ一

七己一

-zs

一八・

2
一

子宝一

女一C
0

・口(〕

七百一・七回一
-，..， 一同・六一

ロロ・ロ〔)

正一・七
r

九

回六・回一
一・七一
?口九

を
利
用
す
る
通
勤
通
皐
者

に
つ
い
て
見
る
に
、
総
敷

九
高
入
百
二
十
九
人
中
、

省
親
玉
高
三
千
九
百
四
十

三
人
(
総
数
の
五
九
・
三
九
%
)

で
第
一
位
を
一
不
し
、
市
電

三
高
二
千
四
百
五
十
七
人

〈
線
放
白
4

一
五
・
七
三
%
)
で
次

位
に
営
る
。
雨
者
令
計
は

綿
載
の
九
割
五
分
を
占
め

て
居
る
。
之
に
よ
っ
て
見

る
も
、
如
何
に
省
線
が
最

近
著
し
く
活
躍
し
て
居
h

又
此
等
雨
交
通
機
関
が
東

京
市
に
於
け
る
重
要
な
る
役
目
を
果
し
て
居
る
か
Y

理
解
し
得
ら
る
る
で
ゐ
ら
う
。

(
七
)
自
宅
よ
み
り
最
初
の
利
用
交
通
機
関
ま
で
の
距
離
本
調
査
匡
へ
の
通
勤
通
畢
者
が
自
宅
よ
り
最
初
の
利

用
交
通
機
関
ま
で
の
距
離
を
観
る
仁
、
左
表
の
如
き
結
果
を
示
し
て
居
る
。
却
も
、
四
丁
以
上
大
丁
未
満
の
も
の

説

3'B 

東
京
市
中
心
地
重
閑
人
口
調
査
に
就
て

ロ(〕・口[}

宍{〕・九〔)

三
号
式
ニ
一一・五八
一一・九{〕

第
三
十
一
巻

第
一
蹴
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東
京
市
中
心
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警
閑
人
口
調
査
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就
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第
三
十
一
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一
一一

第

披

ー一
一
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cl 
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A 

4Z 

3Z 

.f)比

五虫
色主主J費
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が
最
も
多
数
を
占
め
て
居
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
交
通
機
関
ま
で
の
距
離
が
相
営
あ
っ
て
、
可
成
h
ノ
不
便
な
地

賠
じ
居
住
し
て
居
る
事
が
解
る
さ
思
ふ
。

(
八
)
職
業
別
人
口

本
調
査
匿
域
は
帝
都
の
中
心
地
で
あ
っ
て
、
ニ
ち
に
現
在
す
る
人
々
の
大
字
は
何
等
か



商
業

従
事
す
る
も
の
最
も
多

者|子守字手子子守手 J合
!同号一主主主L二三一立三笠l七 i 一 一一一-

6!不 三二二十十十
三. 十十+五ニ

千i T 干丁丁丁丁
- 以以以以以
ζ二!詳 上|二上上上上
人 1 一一一一一 一一一一一一一ー

で
止理
教

劃
す
る
害:1)
戸、
トA

四

i¥ 

% 
で
あ
る

之

賞

組一
丁
未
満

一
丁
以
上

六四

丁了

五1.以
土上

コ

丁

以

上

]ー

以
Jニ

八

丁

以

上 数

数
一
一
割

人一

一一口.=三〔}一

回
、
回
一
品
二
十

一五、一一天一

一口
J

一(=一一

五、九呈
i

ー.昌 二三

ろ 五二ョミ d ョミベ 11数
民河 Zヨ ベニ= ノ¥，. Cコ 三百己目 l
一一生一一一 三三一一号 E三と一三圭一一三三一~人 l

|割

%1合

賓

一一・月七
ョ・コ

一
・
回

口・一一
c・回

ロ・』毛

の
職
業
を
有
し
、
活
動
し

て
居
る
事
は
聾
想
し
得
る

酷
で
あ
る
が
、
本
地
域
内

の
現
在
人
口
十
六
寓
九
千

二
百
六
十
二
人
に
つ
き
ぞ

の
職
業
分
布
批
態
を
一
瞥

す
る
に
営
、
り
、
大
一
比
九
年

内
閣
訓
令
の
分
類
に
準
援

す
る
さ
き
は
、
左
表
の
如

-
次
ぐ
は
れ
公
務
自
由
業
の
三
高
三
千
九
百
四
十
五
人
(
間
割
合

5
・O
六
%
〉
工
業
の
二
高
入
千
四
百
四
十
九
人
(
同
割
合
一

六・八
O
，
と
等
で
水
産
業
が
百
二
十
二
人
(
同
割
合
0
・0
七
%
)
で
最
下
位
で
あ
る
。

向
ニ
、
に
特
筆
す
べ
き
は
、
無
職
業
で
あ
る
が
、
組
敷
一
高
九
千
三
百
二
十
八
人
で
穂
敷
に
劃
す
る
割
合
一
了

四
二

μ
を
示
し
て
居
る
。
之
を
第
二
田
市
勢
調
査
に
於
け
る
本
市
会
轄
の
無
職
業
割
合
五
五
・
六

O
，
%
に
比
概
す

れ
ば
、
そ
の
割
合
の
懸
隔
顕
著
な
る
こ
さ
宛
も
年
齢
別
人
口
の
結
果
に
於
け
る
が
如
く
で
、
本
書
間
人
口
組
成
の

一
特
色
を
後
揮
し
て
居
る
も
の
ご
看
倣
す
こ
さ
が
出
来
る
で
ゐ
ら
う
。

・
突
に
現
在
人
口
の
職
業
大
分
類
現
在
人
口
裁
に
割
合
比
較
表
を
掲
ぐ
。

説

苑

東
京
市
中
心
地
警
閑
人
口
調
査
に
就
て

第
三
十
一
巻

一
一

第
一
時
抗

一ー一一一
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説

苑

東
京
市
中
心
地
聾
閑
人
口
調
査
に
就
て

一

賞

数

「
民
「
」
|
同
戸
l

女

一
一
六
品
、
-
-
一
一
ハ
一
=
一
一
元
、
四
一
七
一

一

一

六

二

一

五

一

=

一一一一一亡一一一

職
業
大
分
類

.. 主主
、、

ニユ プ守 -
区ヨ Cコ 一一“ ーー，
斗Z 豆L 三三~

一一一

総

Z政

1
農

業

2 

71> 

産

業

鎖

書提

4
工

業

3. 
商

苦言

割

計

一

口{〕・巴{]一

口
・
口
九
一

口
・
口
」

0
・
計
也

一
六
創
人
口
一

第
三
十
一
巻

一
二
四

第
一
競

一
二
四

γ対
l

一

一ロ
E

・g
-
8・8

ロ
・
一
一
一
口
・
ロ
エ

0
・
0
八

口

・

口

凶

口
・
九
三
口
・
ニ
〈

一
九
"
一
九
九
"
。
五

男

-[:; CJ C) 口 g |計|市
Cコ cコ Cコ ヱユ Cコ 竜丸

一一二二 主;'--竺L一一三三一一E三一|ー|百

- II調
天つ口口 g |男|査
ヨ三 一一 cコ 三己 Cコ I~ 

一一一二三 竺」ニ」三仁旦 -!-I割

女1念

四
+士
不日

l=I 

一
口
口
・
白
[
)

ロ
・
口
四
一

以
上
東
京
市
が

施
行
し
た
書
間
人

口
調
査
に
闘
し
記

述
し
た
。
経
費
千
」

人
員
の
都
合
で
、

調
査
匝
域
を
東
京

市
の
中
心
地
仁
限

ら
，
ざ
る
を
得
な
か

、
ノ
?
」
。
〉
、

J

4

み
j

、刀

調
査
員

の
努
力
は
元
よ
り
、

一
般
市
民
の
理
解

ゐ
る
後
援
を
受
け
て
議
期
以
上
の
成
績
を
納
む
る
こ
さ
が
出
来
た
の
は
、
喜
び
に
堪
え
な
い
衣
第
で
あ
る
。
調
査

の
結
果
調
査
前
の
議
想
が
全
然
裏
切
ら
れ
た
も
の
も
あ

h
、
或
は
的
中
せ
し
も
の
も
あ
る
。
近
く
そ
の
結
果
を
公

表
す
る
じ
至
る
で
あ
ら
う
が
、
各
方
面
よ
り
活
用
せ
ら
る
、
を
特
ば
幸
甚
で
あ
る
。


